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DigitalradiographicQuantificationorMyocardialBlood
FlovAroundaTransmyocardialLaserChannelinRabbit
Hearts

(ウサギ心の心筋内 レーザー血行再建術 におけるDigital
radiographyによる心筋血流量の定量的評価)

論 文 審 査 委 員 教授 大江 透 教授 松井秀樹 助教授 黒田昌宏

学 位 論 文 内 容 の 要 旨

3H-Desmethylimipramine ([3fI]DMI)を用いた Digitalradiographyにて心筋内 レーザー

血行再建術 (TMLR)channelの血流 を評価 した｡ 日本 白兎 を開胸 し左室に TMLRchannelを

作成､8週後左心耳よ り[3H]DMIを注入 したQ左室心筋 を切片に し､imagingplateにて感

光､[3H]DMI密度を評価 したB[3H]DMI密度は surroundingareaで高 く､channelremnant

で低かった｡3層間で 即]DMI密度 に差はなか ったO変動係数は surroundingareaで低 く､

channelremnantで高かったo Surroundidgareaの変動係数は3層全てで低値であ ったo

Surroundingareaの血流増加及び変動係数低下は心筋微小構造､生理条件の変化を意味 し､

局所酸素供給､狭心痛改善に寄与す ると示唆された｡

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

本研究は､心筋内レーザー血行再建術による心筋血流量を検討 してものである｡

日本白兎の左室心筋にレーザー血行再建術を施行し､digitalradiography:[3H]

DMIを用いて心筋血流量を評価 した結異､血流量は surroundingareaで高く､

チャネル remnantで低かった｡本研究は､従来十分確立されてnなかった心筋内

レーザー血行再建術による心筋血流量に関して重要な知見 を得たものとして価値

ある業績であると認める｡

よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
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